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1．はじめに
　現代の日本語において，感動詞は基本的に「平
仮名書き」することが前提とされている。
　武部良明は，「当用漢字表」（1946年），およ
び『文部省刊行物表記の基準』（1950年）にお
いて示された，品詞による平仮名書きについて，
以下のように整理している1。
語の品詞による平仮名書き　当用漢字表の
「使用上の注意事項」には，語の品詞によ
る仮名書きについて，「代名詞・副詞・接
続詞・感動詞・助動詞・助詞」が掲げられ
ている。これらについては「なるべくかな
書きにする」となっているが，「文部省刊
行物・表記の基準」の「漢字の使用法」で
は，次の三段階にまとめられている。
　一　代名詞・接続詞はかながきを原則と
する。
　二　感動詞・助詞・助動詞および助動詞
に準ずるものはかながきとする。
　三　副詞はなるべくかながきとする。
すなわち，「感動詞・助詞・助動詞」の場
合は「かながきとする」であって，これが
最も強い形で示されている。
　「当用漢字表」の「使用上の注意事項」を確
認する2と，「ロ　代名詞・副詞・接続詞・感動
詞・助動詞・助詞は，なるべくかな書きにする。」，
「ニ　外来語は，かな書きにする。」などの項が
ある。ここでいう「かな書き」とは，あくまで
「漢字を用いない」ということであり，平仮名・
片仮名の別にまで厳密に言及しているわけでは
ないであろうが，「代名詞・副詞・接続詞・助
動詞・助詞」と並べて「感動詞」をあげている
のは，感動詞を平仮名書きすることを示唆して
いるように思われる。
　また，『文部省刊行物表記の基準』の「漢字
の使用法」を確認すると，「二　感動詞・助詞・
助動詞および助動詞に準ずるものはかながきと
する。」の項において，以下のように具体例が
あげられている3。
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　ここでは，感動詞の「ああ」が平仮名書きさ
れており，より明確に「感動詞は平仮名書きに
する」ことが指針として示されているといえよ
う。
　現在に至っても，この傾向に大きな変化はな
い。たとえば共同通信社による2016年発行の『記
者ハンドブック第13版　新聞用字用語集』4では，
「書き方の基本」の章において，「代名詞，連体
詞，接続詞，感動詞，助詞，助動詞・補助用言，
形式名詞は，平仮名を主体とし，副詞は平仮名
と漢字を使い分ける」（p.107）と解説し，具体
的には，
（４）感動詞〔強調するときは片仮名書き
にしてもよい〕　ああ　あら　いや　お
や　そら　まあ　ウワーッ　ハハハ
という例を挙げている（p.108）。片仮名書きを
許容しつつも，あくまで「平仮名書き」が原則
である，という姿勢である。戦後以降，感動詞
は「平仮名書き」を原則とする品詞であり続け
ているといってよいであろう。
　現代日本語において感動詞が平仮名書きされ
る理由について，佐竹秀雄は「平仮名と片仮名
との大きな違いは，漢字仮名交じり文でどうい
う部分を担当するかの役割の点にある。漢字平
仮名交じり文という言い方があるように，平仮
名は日本語表記の中心部を担っているのであり，
片仮名は相対的に限定された部分に使われる」
5としたうえで，感動詞は「文脈上，意味を補
足したり強めたり，また，明確にしたりすると
いう補助的な役割を果たすことばにすぎない。
その補助性から平仮名で書かれるのである」6
と説明している。
　感動詞が「補助的な役割を果たすことば」で
あるのは，いつの時代も同様である。表記の意
識が現代と同様であれば，「漢字平仮名交じり
文」において，感動詞は時代を問わずに平仮名
書きされるはずである。
　しかし感動詞の表記の歴史を見ると，「漢字
平仮名交じり文」においても，平仮名書きが主
流ではなかった時代も見えてくる。
　今野真二は，為永春水作の人情本『春色田家
の花』を例にとり，感動詞や間投助詞，発話に
際して長音化した音などを片仮名で書き加えて
いることなどを指摘し，「話しことば」的な要
素を付加する際，片仮名で書くというのが「漢
字平仮名交じり」における「工夫」であるとい
えると論じている7。「江戸時代は（中略）平仮
名と片仮名とを交ぜ用いるということがいろい
ろな『場面』で徐々に行なわれていった時代で
もある」8中で，感動詞は「片仮名書き」され
ていたと考えられるわけである。
　はたして感動詞は近代以降，どのような変遷
を経て，現代の「平仮名書き」にたどり着いた
のであろうか。
　本稿では，国立国語研究所の『日本語歴史コー
パス』を利用し，江戸時代の洒落本・人情本，
および明治・大正期の雑誌・口語資料類におけ
る感動詞の表記を観察する。江戸時代後期にお
ける文学作品と，明治期以降の文章において，
感動詞の表記に対する意識にどのような違いが
あったのかを明らかにしたい。
2．調査資料・調査方法
　本稿では第３節で江戸時代（洒落本・人情本），
第４節で明治・大正期における感動詞の表記に
ついて調査・観察する。本節ではそれに先立ち，
各時代の感動詞の用例を抽出するための資料と，
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用例抽出の方法について述べる。
　以下，ア～キに本稿の調査資料・調査方法を
整理する。
ア．国立国語研究所編『日本語歴史コーパス』
を，オンライン検索ツール「中納言」を利
用し調査した。具体的な検索対象，および
検索方法は以下のとおりである。
・検索対象（出典は各注に記した）
　（１）「江戸時代編」：「江戸時代編Ⅰ洒落本」9，
「江戸時代編Ⅱ人情本」10
　（２）「明治・大正編」：「明治・大正編Ⅰ雑
誌」11，「明治・大正編Ⅲ明治初期口語資料」12
※「明治・大正編Ⅱ教科書」は，下記キの
基準により検索対象から外れた。
・検索方法
　　（１）「江戸時代編」・（２）「明治・大正編」，
それぞれの検索対象について，「品詞の／
大分類が／感動詞」を条件とし，「短単位
検索」を行った。その検索結果をダウンロー
ドした上で，感動詞の各用例の「原文キー」
を観察・確認し，イ以降の手続きを行った。
イ．アの検索対象・検索方法によって抽出さ
れた用例から，明らかに感動詞でないもの
を除外した。例えば，「あはよくば」とい
う文字列の「あは」，「愈いよ」の「いよ」
を感動詞とするものが多く見られ，これら
は用例から除外した。その他，副詞の「よ
し（～としても）」，「あゝ（いふ話）」や，
意志・推量等の助動詞「う」を感動詞とす
る例なども少なからず見られ，いずれも用
例から除外した。
ウ．イに引き続き，検索結果における「１語」
の認定のゆれについて，調整を行った。同
じ「いや＼／」13という文字列であっても，
「いや＼／」という１語の感動詞と認定し
ている場合と，「いや」と「＼／」という
２語の感動詞にしている場合があり，基準
を統一する必要があった。本稿では繰り返
し符号の数にかかわらず，全体を１語とみ
なした。例えば「いや＼／＼／」は「平仮
名」表記の１語の感動詞，「まア＼／」は「平
仮名片仮名交じり」表記の１語の感動詞と
認定した。
エ．ウに関連し，繰り返し符号を用いない「い
やいや」や「まアまア」も１語の感動詞と
して認定し，また，「いや，いや」，「まア，
まア」のように読点を挟んで同じ表記の感
動詞が連続しているものも，１語の感動詞
として認定した。
オ．本稿では，感動詞に後接する特殊拍まで
を含め，１語と認定した。コーパスの検索
結果では，例えば「あらツ」という文字列
について，「あらツ」という１語の感動詞
に認定している場合もあれば，「あら」の
みを感動詞に認定している場合もみられる
が，本稿の調査ではすべて前者に統一した。
「あらツ」の場合，１語の「平仮名片仮名
交じり」表記の感動詞ということになる。
カ．「漢字片仮名交じり文」における用例は
除外した。本稿の調査は，感動詞をどの字
種で表記するかを考察するためのものであ
り，はじめから「平仮名」という字種が制
限されている文章から用例を抽出するのは
不適当であると判断したためである。この
基準により，たとえば「明治・大正編」に
おける『明六雑誌』（全43号，1874-75年）
にみえる感動詞の用例は，すべて除外され
ることとなった。
キ．カに関連し，「明治・大正編」における，「教
科書」（高等小学校１期および小学校国語
１～ 6期）を検索対象から除外した。低学
年の教科書に漢字片仮名交じり文の作品が
みられる14ことに加え，対象読者が低年齢
層に限られていることから，他の資料と同
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一に扱うのは不適当であると判断したため
である。
　以上の資料・方法に基づき，次節以降では江
戸時代後期の洒落本・人情本，ならびに明治・
大正期の文章に見られる感動詞の表記について
観察する。
3．江戸時代後期・洒落本と人情本の感動詞表記
　本節では，『日本語歴史コーパス』の「江戸
時代編」に収録されている洒落本・人情本の感
動詞の表記を観察する。第１節で，人情本にお
いて感動詞に「片仮名書き」の工夫がみられる
ことを，今野真二が指摘していることを取り上
げたが，それは人情本，ならびにその前身とい
える洒落本において，一般的な傾向といえるの
かを確認したい。
　第２節の基準に基づいて抽出した感動詞につ
いて，それぞれの語がどの字種で表記されてい
るのかを整理したものが表１である。表に示し
たとおり，感動詞の表記は「平仮名」，「片仮名」，
「漢字」，「平仮名片仮名交じり」，「平仮名漢字
交じり」，「片仮名漢字交じり」の６種に分かれ，
平仮名・片仮名・漢字が同時に使用された用例
はなかった。
　「平仮名」から「片仮名漢字交じり」の各列
における上段の数字は用例数，下段の括弧書き
の数字は各作品における「感動詞延べ語数」に
占める割合（小数点第２位以下を四捨五入）で
ある（表２以降も同様）。
（表１：洒落本・人情本における感動詞の表記）
成立年
作品名
（洒落本／人情本の区別・作者名）
感動詞
延べ語数
平仮名 片仮名 漢字
平仮名
片仮名
交じり
平仮名
漢字
交じり
片仮名
漢字
交じり
1757 聖遊郭（洒） 53
6
（11.3）
45
（84.9）
2
（3.8）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1757 月下余情（洒） 88
21
（23.9）
55
（62.5）
10
（11.4）
0
（0.0）
0
（0.0）
2
（2.3）
1757 新月下余情（洒） 56
1
（1.8）
55
（98.2）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1758 陽台遺編・𡝂閣秘言（洒） 124
26
（21.0）
90
（72.6）
8
（6.5）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1764 原柳巷花語（洒・愛梅子） 4
3
（75.0）
0
（0.0）
1
（25.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1769 郭中奇譚（洒・臼岡先生） 158
7
（4.4）
144
（91.1）
3
（1.9）
4
（2.5）
0
（0.0）
0
（0.0）
1771 侠者方言（洒） 92
13
（14.1）
77
（83.7）
1
（1.1）
1
（1.1）
0
（0.0）
0
（0.0）
1772 異本郭中奇譚（洒） 152
130
（85.5）
10
（6.6）
10
（6.6）
2
（1.3）
0
（0.0）
0
（0.0）
1773 南閨雑話（洒・夢中山人） 137
16
（11.7）
119
（86.9）
1
（0.7）
1
（0.7）
0
（0.0）
0
（0.0）
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成立年
作品名
（洒落本／人情本の区別・作者名）
感動詞
延べ語数
平仮名 片仮名 漢字
平仮名
片仮名
交じり
平仮名
漢字
交じり
片仮名
漢字
交じり
1775 甲駅新話（洒・馬糞中咲菖蒲） 222
61
（27.5）
156
（70.3）
4
（1.8）
1
（0.5）
0
（0.0）
0
（0.0）
1776 無論里問答（洒・百尺亭竿頭） 17
7
（41.2）
8
（47.1）
2
（11.8）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1776 当世左様候（洒・藩中館新吾三） 51
7
（13.7）
44
（86.3）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1779 深川新話（洒・山手馬鹿人） 209
68
（32.5）
139
（66.5）
1
（0.5）
0
（0.0）
1
（0.5）
0
（0.0）
1779 風流裸人形（洒） 49
38
（77.6）
10
（20.4）
0
（0.0）
1
（2.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1786 短華蘂葉（洒・盧橘庵田宮仲宣） 92
3
（0.3）
83
（90.2）
6
（6.5）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1787 総籬（洒・山東京伝） 98
39
（39.8）
56
（57.1）
2
（2.0）
1
（1.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1793 仕懸文庫（洒・山東京伝） 123
17
（13.8）
104
（84.6）
2
（1.6）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1794 北華通情（洒・春光園花丸） 100
23
（23.0）
76
（76.0）
1
（1.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1798 阿蘭陀鏡（洒・借着行長） 94
14
（14.9）
77
（81.9）
2
（2.1）
1
（1.1）
0
（0.0）
0
（0.0）
1800 昇平楽（洒・白舟先生） 28
8
（28.6）
19
（67.9）
1
（3.6）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1800 南遊記（洒・最一拳六） 262
10
（3.8）
220
（84.0）
16
（6.1）
0
（0.0）
0
（0.0）
16
（6.1）
1804 嘘之川（洒・粋川子） 163
21
（12.9）
138
（84.7）
4
（2.5）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1807 竊潜妻（洒・盛田小塩） 181
28
（15.5）
141
（77.9）
11
（6.1）
0
（0.0）
1
（0.6）
0
（0.0）
1812 誰が面影（洒・花塘） 45
13
（28.9）
32
（71.1）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1820 粋の曙（洒・土津古出房供行） 133
19
（14.3）
112
（84.2）
2
（1.5）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1821-
24
明烏後の正夢（人・滝亭鯉丈・為永
春水）
1,002
89
（8.9）
888
（88.6）
17
（1.7）
5
（0.5）
1
（0.1）
2
（0.2）
1822 箱まくら（洒・大極堂有長） 119
25
（21.0）
93
（78.2）
1
（0.8）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1822 花街鑑（洒・鼻山人） 59
9
（15.3）
46
（78.0）
1
（1.7）
2
（3.4）
0
（0.0）
1
（1.7）
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　表１を見ると，洒落本・人情本においては，
おおむね８割以上の感動詞が「片仮名」表記さ
れていることがわかる。各列の数字を合計する
と，感動詞の延べ語数が8,584，うち「平仮名」
表記が1,085例（12.6％），「片仮名」表記が7,203
例（83.9％），「漢字」表記が180例（2.1％），「平
仮名片仮名交じり」表記が69例（0.8％），「平
仮名漢字交じり」表記が24例（0.3％），「片仮
名漢字交じり」表記が23例（0.3％）である。『異
本郭中奇譚』（1772年），『風流裸人形』（1779年）
などは，８割前後の感動詞が「平仮名」表記で
あるが，これは洒落本の感動詞表記としては異
色であるといってよい。洒落本・人情本におい
て，感動詞は「片仮名」表記されることが非常
によく行われていたことは間違いのないところ
である。
　それでも，全体で12.6％の用例が「平仮名」
表記をされている。「平仮名」表記をされる語
に特徴があるのかを確認すると，例えば「さら
ば」（21例）15，「したり」（20例），「いかさま」
（19例），「ありがたう（ふ）」（16例），「さやう
なら」（15例）などは，いずれもすべて「平仮名」
成立年
作品名
（洒落本／人情本の区別・作者名）
感動詞
延べ語数
平仮名 片仮名 漢字
平仮名
片仮名
交じり
平仮名
漢字
交じり
片仮名
漢字
交じり
1826 色深猍睡夢（洒・葦迺家高振） 167
29
（17.4）
131
（78.4）
4
（2.4）
1
（0.6）
0
（0.0）
2
（1.2）
1826 花街寿々女（洒・鼻山人） 135
7
（5.2）
120
（88.9）
2
（1.5）
6
（4.4）
0
（0.0）
0
（0.0）
1831 仮名文章娘節用（人・曲山人） 398
45
（11.3）
347
（87.2）
2
（0.5）
4
（1.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1832 恋の花染（人・松亭金水） 160
5
（3.1）
147
（91.9）
3
（1.9）
2
（1.3）
3
（1.9）
0
（0.0）
1832-
33
春色梅児与美（人・為永春水） 739
57
（7.7）
659
（89.2）
17
（2.3）
6
（0.8）
0
（0.0）
0
（0.0）
1833 恋の花染（人・松亭金水） 376
34
（9.0）
337
（89.6）
3
（0.8）
2
（0.5）
0
（0.0）
0
（0.0）
1833-
35
春色辰巳園（人・為永春水） 705
65
（9.2）
610
（86.5）
13
（1.8）
9
（1.3）
8
（1.1）
0
（0.0）
1834 仮名文章娘節用（人・曲山人） 143
19
（13.3）
118
（82.5）
1
（0.7）
4
（2.8）
1
（0.7）
0
（0.0）
1836 興斗月（洒・武木右衛門） 35
12
（34.3）
22
（62.9）
0
（0.0）
1
（2.9）
0
（0.0）
0
（0.0）
1836-
38
花廼志満台（人・松亭金水） 798
37
（4.6）
747
（93.6）
8
（1.0）
5
（0.6）
1
（0.1）
0
（0.0）
1851・
58
春色連理の梅（人・梅暮里谷峨二世） 768
43
（5.6）
702
（91.4）
11
（1.4）
9
（1.2）
3
（0.4）
0
（0.0）
1864 春色江戸紫（人・山々亭有人） 248
10
（4.0）
226
（91.1）
6
（2.4）
1
（0.4）
5
（2.0）
0
（0.0）
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表記であり，「片仮名」表記される例はなかった。
　このうち，「さらば，ありがたう（ふ），さや
うなら」などはいわゆる挨拶語である。挨拶語
が一般的に感動詞の一類とみなされるように
なったのは戦後のことであると考えられ16，洒
落本・人情本の執筆された江戸時代後期には，
感動詞に相当する語とは認識されていなかった
のではないか。また，「ありがたう（ふ）」は本
来形容詞の連用形であること，「さらば，したり，
いかさま，さやうなら」の各語は，本来は感動
詞でない複数の語が結合して成り立ったもので
あることが明らかである。こうした理由から，
これらの語は一般的な「感動詞」とは考えられ
ず，片仮名表記されることがなかったのではな
かろうか。
　その他に「平仮名」表記が多かった感動詞と
して，「よし（＼／）」（33例）・「ヨシ（＼／）」
（２例），「さて（＼／）」（11例）・「サテ（＼／）」
（３例），「それ（＼／）」（52例）・「ソレ（＼／）」
（42例）などがあった。
　「それ（＼／）」に関しては，本来は感動詞で
なく，代名詞から転成したことが明らかである
ため，片仮名表記がされにくいのかもしれない
と考え，「あれ，これ，どれ」についても確認
をした。「これ（＼／）」（113例）・「コレ（＼／）」
（336例），「どれ（＼／）」（29例）・「ドレ（＼／）」
（81例）は，片仮名表記の方が多いものの，全
体の「平仮名」表記と「片仮名」表記の割合（12.6：
83.9）に比べると，平仮名表記がされやすいこ
とがわかる。
　しかし「あれ（＼／）」（17例）・「アレ（＼／）」
（162例）に関しては，片仮名表記される例が非
常に多い。ちなみに，同じ『日本語歴史コーパ
ス』・「江戸時代編」について，「書字形出現形」
を「あれ」かつ，「品詞の／大分類が／代名詞」
を条件として検索すると，183例が抽出されたが，
このうち平仮名の「あれ」は140例，片仮名の「ア
レ」は43例であり，代名詞の「あれ」は平仮名
表記されやすかったことがわかる。
　感動詞「あれ」について，深津周太は，感動
詞「アレ」は本来指示詞とは無関係に成立し，「ア
レ」は「アラ」を淵源とする可能性が高いこと
を指摘している17。本稿の調査の結果は，江戸
時代後期の日本人が，代名詞「あれ」と感動詞
「あれ」とを全く関連のない別語として意識し，
使い分けていたことを示しているといえるかも
しれない。
　以上，本節では洒落本・人情本における感動
詞表記の特徴を指摘した。
4．明治・大正期における感動詞表記
　前節に引き続き，本節では『日本語歴史コー
パス』の「明治・大正編」（「雑誌」および「明
治初期口語資料」）に収録されている作品群に
おける感動詞の表記を観察する。
　「江戸時代編」の洒落本・人情本は，会話文
が口語で記された文学作品であるが，「明治・
大正編」には文語体・口語体の作品が混在して
おり，またジャンルも文芸・非文芸を問わず，
多くの作品が収録されている。「明治・大正編」
のコーパスでは，「雑誌」における文体を「文語，
口語，漢文，混在，韻文，外国語」の６種，「明
治初期口語資料」における文体を「文語，口語，
漢文，韻文」の４種に分けている。感動詞の表
記に関して，文体やジャンルが影響を与えたと
いうことも考えられる。
　そこで本稿では，調査結果を全作品を対象と
したもの（表２）と，「口語」のみを対象とし
たもの（表３），さらに「口語」の中でも「ジャ
ンル」を「文芸」に限定したもの（表４）の三
つに分けて示すこととした。
　はじめに示す表２は，第２節の基準に基づい
て抽出した感動詞について，それぞれの語がど
の字種で表記されているのか，全作品を対象に
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整理したものである。「江戸時代編」と同様に，
平仮名・片仮名・漢字が同時に使用された用例
はなかった。
（表２：明治・大正期の作品における感動詞の表記――全作品）
成立年
作品名
（括弧内は筆者，または雑誌の巻号）
感動詞
延べ語数
平仮名 片仮名 漢字
平仮名
片仮名
交じり
平仮名
漢字
交じり
片仮名
漢字
交じり
1869 交易問答（加藤弘之） 5
1
（20.0）
2
（40.0）
2
（40.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1871-
72
安愚楽鍋（仮名垣魯文） 236
15
（6.4）
204
（86.4）
10
（4.2）
5
（2.1）
1
（0.4）
1
（0.4）
1872 開化のはなし（曲肱軒主人） 4
2
（50.0）
2
（50.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1873-
74
文明開化（加藤祐一） 4
0
（0.0）
3
（75.0）
1
（25.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1874 よりあひばなし（榊原伊祐） 31
10
（32.3）
20
（64.5）
1
（3.2）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1874-
75
開化問答（小川為治） 32
8
（25.0）
14
（43.8）
10
（31.3）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1875 明治の光（南橋散史） 23
7
（30.4）
12
（52.2）
2
（8.7）
0
（0.0）
2
（8.7）
0
（0.0）
1878 文明田舎問答（松田敏足） 136
5
（3.7）
127
（93.4）
3
（2.2）
0
（0.0）
1
（0.7）
0
（0.0）
1879 民権自由論（植木枝盛） 16
10
（62.5）
2
（12.5）
2
（12.5）
0
（0.0）
1
（6.3）
1
（6.3）
1881-
82
東洋学芸雑誌（第1-15号） 10
3
（30.0）
4
（40.0）
3
（30.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1887-
88
国民之友（第1-36号） 590
20
（3.4）
134
（22.7）
352
（59.7）
1
（0.2）
83
（14.1）
0
（0.0）
1894-
95
女学雑誌（第387-417号） 1,226
452
（36.8）
177
（14.4）
258
（21.0）
316
（25.8）
23
（1.9）
0
（0.0）
1895 太陽（第1巻第1-12号） 1,643
527
（32.1）
602
（36.6）
423
（25.7）
60
（3.7）
31
（1.9）
0
（0.0）
1901 太陽（第7巻第1-5，7-10，12-14号） 1,598
762
（47.7）
223
（14.0）
405
（25.3）
149
（9.3）
55
（3.4）
4
（0.3）
1909
太陽（第15巻第1-2，4-6，8，10-14，
16号）
2,038
1,350
（66.2）
216
（10.6）
256
（12.6）
135
（6.6）
81
（4.0）
0
（0.0）
1909
女学世界（第9巻第3，5，8，10，13，
16号）
994
570
（57.3）
302
（30.4）
75
（7.5）
26
（2.6）
23
（2.3）
0
（0.0）
1917 太陽（第23巻第1-6，8-10，12-14号） 1,241
889
（71.6）
119
（9.6）
115
（9.3）
39
（3.1）
68
（5.5）
1
（0.1）
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　表２に掲げた全作品における感動詞の延べ語
数は13,833である。ちなみに「文体」の内訳は「文
語」2,703，「口語」11,116，「漢文」０，「混在」
０，「韻文」14，「外国語」０であり，ほぼ「文
語」・「口語」のみの区別であった。
　表２の結果を見ると，1870年代までは，洒落
本・人情本と同様に，感動詞を「片仮名」表記
する作品が多いことがうかがえる。それが，
1890年代以降の『太陽』をはじめとする雑誌に
おいては，「平仮名」表記が優位になっていく
様子が見て取れる。特に1917・1925年の『太陽』
においては，『平仮名』表記が７割超となって
いる。ただし，1925年の『婦人倶楽部』におい
ては，「平仮名」表記が56.1％，「片仮名」表記
が34.7％となっており，大正末期においては感
動詞の平仮名表記がごく一般的になっていた，
と軽々に断ずることはできないであろう。
　その他の特徴として，洒落本・人情本にはほ
とんど見られなかった「漢字」表記が，明治・
大正期の作品には多く見られることが挙げられ
る。1887-88年の『国民之友』においては約６
割の感動詞が漢字表記されており，1894-95年
の『女学雑誌』，1895・1901年の『太陽』にお
いても，「漢字」表記は２割を超える。しかし
明治末期から大正期にかけては，「漢字」表記
の用例が減少している。
　上記のような特徴は，文体によって左右され
るのかを明らかにするのが，文体を「口語」の
みに限定した，表３の結果である。
（表３：明治・大正期の作品における感動詞の表記――文体「口語」）
成立年
作品名
（括弧内は筆者，または雑誌の巻号）
感動詞
延べ語数
平仮名 片仮名 漢字
平仮名
片仮名
交じり
平仮名
漢字
交じり
片仮名
漢字
交じり
1869 交易問答（加藤弘之） 3
1
（33.3）
2
（66.7）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1871-
72
安愚楽鍋（仮名垣魯文） 231
14
（6.1）
203
（87.9）
7
（3.0）
5
（2.2）
1
（0.4）
1
（0.4）
1872 開化のはなし（曲肱軒主人） 3
2
（66.7）
1
（33.3）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1873-
74
文明開化（加藤祐一） 4
0
（0.0）
3
（75.0）
1
（25.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1874 よりあひばなし（榊原伊祐） 28
9
（32.1）
18
（64.3）
1
（3.6）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
成立年
作品名
（括弧内は筆者，または雑誌の巻号）
感動詞
延べ語数
平仮名 片仮名 漢字
平仮名
片仮名
交じり
平仮名
漢字
交じり
片仮名
漢字
交じり
1925 太陽（第31巻第1-5，7，9-14号） 2,345
1,684
（71.8）
374
（15.9）
161
（6.9）
78
（3.3）
43
（1.8）
5
（0.2）
1925 婦人倶楽部（第6巻第3，6，12号） 1,661
931
（56.1）
576
（34.7）
31
（1.9）
81
（4.9）
42
（2.5）
0
（0.0）
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　遠藤好英が，尾崎紅葉『多情多恨』（明治39年）
にて「である」調を完成して後，言文一致体は
不動の地位を占め，白樺派の登場する明治43年
４月ごろには，言文一致体は小説の文章すべて
に及び，以後完成期に入ると指摘している18と
おり，表２と比較して用例が大きく減少するの
は1901年（明治34年）の『太陽』までであり，
1909年（明治42年）の『太陽』・『女学世界』以
降は，微減にとどまる。
　表３における各表記の傾向を観察すると，ま
ず「漢字」表記については，表２から大幅に減
少していることがわかる。1887-88年の『国民
之友』は，表２では59.7％が「漢字」表記であっ
たが，表３においてはわずか2.2％（１例）と
なる。また，1894-95年の『女学雑誌』は21.0％
から0.7％に，1895年の『太陽』は25.7％から4.5％
に，1901年の『太陽』は25.3％から11.6％にな
るなど，他の作品・雑誌においても，その傾向
成立年
作品名
（括弧内は筆者，または雑誌の巻号）
感動詞
延べ語数
平仮名 片仮名 漢字
平仮名
片仮名
交じり
平仮名
漢字
交じり
片仮名
漢字
交じり
1874-
75
開化問答（小川為治） 25
8
（32.0）
9
（36.0）
8
（32.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1875 明治の光（南橋散史） 22
7
（31.8）
12
（54.5）
1
（4.5）
0
（0.0）
2
（9.1）
0
（0.0）
1878 文明田舎問答（松田敏足） 135
5
（3.7）
127
（94.1）
2
（1.5）
0
（0.0）
1
（0.7）
0
（0.0）
1879 民権自由論（植木枝盛） 15
9
（60.0）
2
（13.3）
2
（13.3）
0
（0.0）
1
（6.7）
1
（6.7）
1887-
88
国民之友（第1-36号） 46
0
（0.0）
43
（93.5）
1
（2.2）
0
（0.0）
2
（4.3）
0
（0.0）
1894-
95
女学雑誌（第387-417号） 689
343
（49.8）
20
（2.9）
5
（0.7）
316
（45.9）
5
（0.7）
0
（0.0）
1895 太陽（第1巻第1-12号） 893
318
（35.6）
477
（53.4）
40
（4.5）
40
（4.5）
18
（2.0）
0
（0.0）
1901 太陽（第7巻第1-5，7-10，12-14号） 1,052
548
（52.1）
205
（19.5）
122
（11.6）
147
（14.0）
26
（2.5）
4
（0.4）
1909
太陽（第15巻第1-2，4-6，8，10-14，
16号）
1,904
1,322
（69.4）
209
（11.0）
161
（8.5）
135
（7.1）
77
（4.0）
0
（0.0）
1909
女学世界（第9巻第3，5，8，10，13，
16号）
939
538
（57.3）
288
（30.7）
64
（6.8）
26
（2.8）
23
（2.4）
0
（0.0）
1917 太陽（第23巻第1-6，8-10，12-14号） 1,196
884
（73.9）
117
（9.8）
88
（7.4）
39
（3.3）
67
（5.6）
1
（0.1）
1925 太陽（第31巻第1-5，7，9-14号） 2,316
1,669
（72.1）
372
（16.1）
149
（6.4）
78
（3.4）
43
（1.9）
5
（0.2）
1925 婦人倶楽部（第6巻第3，6，12号） 1,615
924
（57.2）
537
（33.3）
31
（1.9）
81
（5.0）
42
（2.6）
0
（0.0）
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は同様である。表２において，「漢字」表記の
感動詞の割合が高かったのは，文語体の文章に
おける用例の多さによるところが大きいことが
明らかとなった。
　「漢字」表記の感動詞が減少したことで，相
対的にその他の表記の割合が増える。1887-88
年の『国民之友』では９割超が「片仮名」表記
となった。表２においては，1870年代まで「片
仮名」表記が多く見られることを指摘したが，
口語体の文章に限っていえば，その傾向は1880
年代にまで続いているといえそうである。
　文体を「口語」に限定することで，表２とは
大きく異なる結果が出た。それでは，さらに　
「ジャンル」を「文芸」に限定すると，どのよ
うな傾向が見られるであろうか。表４は，それ
を示したものである。
（表４：明治・大正期の作品における感動詞の表記――文体「口語」・ジャンル「文芸」）
成立年
作品名
（括弧内は筆者，または雑誌の巻号）
感動詞
延べ語数
平仮名 片仮名 漢字
平仮名
片仮名
交じり
平仮名
漢字
交じり
片仮名
漢字
交じり
1871-
72
安愚楽鍋（仮名垣魯文） 231
14
（6.1）
203
（87.9）
7
（3.0）
5
（2.2）
1
（0.4）
1
（0.4）
1887-
88
国民之友（第1-36号） 30
0
（0.0）
30
（100.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
0
（0.0）
1894-
95
女学雑誌（第387-417号） 683
341
（49.9）
19
（2.8）
2
（0.3）
316
（46.3）
5
（0.7）
0
（0.0）
1895 太陽（第1巻第1-12号） 819
305
（37.2）
446
（54.5）
18
（2.2）
36
（4.4）
14
（1.7）
0
（0.0）
1901 太陽（第7巻第1-5，7-10，12-14号） 871
513
（58.9）
93
（10.7）
101
（11.6）
144
（16.5）
16
（1.8）
4
（0.5）
1909
太陽（第15巻第1-2，4-6，8，10-14，
16号）
1,625
1,255
（77.2）
137
（8.4）
61
（3.8）
128
（7.9）
44
（2.7）
0
（0.0）
1909
女学世界（第9巻第3，5，8，10，13，
16号）
256
189
（73.8）
38
（14.8）
10
（3.9）
14
（5.5）
5
（2.0）
0
（0.0）
1917 太陽（第23巻第1-6，8-10，12-14号） 984
854
（86.8）
44
（4.5）
32
（3.3）
29
（2.9）
24
（2.4）
1
（0.1）
1925 太陽（第31巻第1-5，7，9-14号） 1,590
1,261
（79.3）
233
（14.7）
25
（1.6）
54
（3.4）
17
（1.1）
0
（0.0）
1925 婦人倶楽部（第6巻第3，6，12号） 1,237
755
（61.0）
371
（30.0）
12
（1.0）
70
（5.7）
29
（2.3）
0
（0.0）
　ジャンルを「文芸」に限定したため，「明治
初期口語資料」のうち，『安愚楽鍋』以外の作
品が調査の対象外となった。
　表２，および表３と比較すると，「漢字」表
記の感動詞の割合が，表４ではさらに低下して
いることがわかる。1901年の『太陽』では101
例（11.6％）とやや漢字表記が目立つが，この
うち66例は，嵯峨の屋おむろ（訳）・トルスト
イ（作）「セバストウポルの落城」（第７巻第８，
9，14号）における用例であり，特定の作品に
―　　―12
おける漢字表記の多用が，割合を押し上げたこ
とがわかる。同年の『太陽』をのぞけば，明治・
大正期における口語体の文芸において，感動詞
が漢字表記される割合は，４％以下の低い割合
にとどまる。
　ただ，「特定の作品における表記の多用」が，
全体の割合にも影響を与えたというのは，漢字
表記の例にとどまらない。たとえば，1887-88
年の『国民之友』については，30例すべてが「片
仮名」表記であるが，この30例はすべて二葉亭
四迷「あいびき（一）」・「あひびき（二）」（第
25，27号）の用例である。また，1894-95年の『女
学雑誌』について，全683例中663例は，岩野泡
鳴「悲劇　魂迷月中刄　一名，桂吾良」（第
394-398，400-402号）によるものであり，「平仮
名」表記の全341例中339例，「平仮名片仮名交
じり」表記の316例すべてが，同作品の用例で
ある。ちなみに，同作品以外の20例の内訳は，「平
仮名」表記２例（10.0％），「片仮名」表記18例
（90.0％）であった。このように，雑誌によっ
ては特定の作家による表記の傾向が強くあらわ
れてしまっているという問題もある。
　この問題を踏まえつつ，表４を概観すると，
1871-72年の『安愚楽鍋』，1887-88年の『国民之
友』（二葉亭四迷「あいびき」・「あひびき」），
ならびに岩野泡鳴「悲劇　魂迷月中刄　一名，
桂吾良」をのぞく1894-95年の『女学雑誌』に
おいて，９割前後の感動詞が「片仮名」表記さ
れている。明治初期から中期にいたるまで，感
動詞を積極的に片仮名表記する作家がいたこと
は間違いがなく，1895年の『太陽』においても
「片仮名」表記の割合が５割を超えていること
からすれば，口語体の文芸において，19世紀末
ごろまでは，感動詞は片仮名表記されやすかっ
たといってよいであろう。
　しかし，その19世紀末ころを境として，急速
に感動詞の平仮名表記化が進み，1909年以降で
は1925年の『婦人倶楽部』をのぞき，８割前後
の感動詞が「平仮名」表記されている。「片仮
名漢字交じり」表記はすべての年度を通してほ
ぼ用例がなく，「平仮名片仮名交じり」表記も
1901年の『太陽』を最後に１割を超えることは
なくなり，感動詞の表記において片仮名を使用
する割合が減少していく。
　ただし，表２においても指摘したが，1925年
の『婦人倶楽部』においては３割の感動詞が「片
仮名」表記されており，大正末期，ならびにそ
れ以降における感動詞の表記意識については，
さらなる調査が必要である。
　以上，本節では明治・大正期の文章における
感動詞表記の特徴を指摘した。
5．補足――「平仮名片仮名交じり」表記につ
いて
　第３節では江戸時代後期の洒落本・人情本，
第４節では明治・大正期における文章における
感動詞の表記を観察したが，「平仮名」・「片仮
名」・「漢字」という一つの字種による表記に関
しての指摘が中心となった。本節では二つの字
種による表記，その中でも相対的に用例の多
かった「平仮名片仮名交じり」表記について補
足したい。
　第３節でも述べたように，「江戸時代編」に
おいて「平仮名片仮名交じり」表記は69例
（0.8％）であり，「平仮名漢字交じり」表記の
24例（0.3％），「片仮名漢字交じり」表記の23
例（0.3％）よりは多いとはいえ，全体の１％
にも満たない。
　この「平仮名片仮名交じり」表記について，
69例中54例が「まア，はア，さア，なアに，あ
のウ（ヲ）」など，長音にあたる箇所を片仮名
表記するものであった。第１節で，人情本にお
いては「発話に際して長音化した音」を片仮名
で書き加える旨を今野真二が指摘していること
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を取り上げたが，これはまさにその例であろう。
ただ，「まア」（10例），「はア」（２例），「さア」
（10例），「なアに」（12例），「あのウ（ヲ）」（２
例）に対し，「マア」（60例），「ハア」（50例），「サ
ア」（674例），「ナアニ」（35例），「アノウ（ヲ）」
（15例）となっており，「片仮名」表記される例
の方が明らかに多い。感動詞の「平仮名片仮名
交じり」表記は，洒落本・人情本においては，
あくまで例外的なものだったといえるであろう。
　「明治・大正編」においては，長音に加え，「あ
ツ，えツ」など促音にあたる箇所を片仮名表記
する例が多数見られるようになる。「江戸時代
編」では，語末促音語形の感動詞自体が少なく，
語尾が「ツ」の感動詞が25例，「つ」の感動詞
が３例しかない。「明治・大正編」においては，
語尾が「ツ（ッ）」の感動詞が394例，「つ（っ）」
の感動詞が57例ある。
　表２で示したように，1917年の『太陽』にお
いては「平仮名」表記が889例（71.6％），「片
仮名」表記が119例（9.6％），「平仮名片仮名交
じり」表記が39例（3.1％）であったが，語末
促音語形の感動詞に限れば，「平仮名」表記が
６例，「片仮名」表記が６例，「平仮名片仮名交
じり」表記が６例となる。同様に，1925年の『太
陽』においては「平仮名」表記が1,684例（71.8％），
「片仮名」表記が374例（15.9％），「平仮名片仮
名交じり」表記が78例（3.3％）であったが，
語末促音語形の感動詞に限れば，「平仮名」表
記が13例，「片仮名」表記が42例，「平仮名片仮
名交じり」表記が33例となる。平仮名表記が７
割超となった大正期における『太陽』において
も，語末促音語形の感動詞は片仮名交じりで表
記することの方が多かったことがうかがえる。
　ちなみに「明治・大正編」における感動詞の
長音表記について確認すると，1917年の『太陽』
では「まあ」48例・「マア」４例・「まア」３例，
「はあ」６例・「ハア」１例・「はア」１例，「さ
あ」52例・「サア」６例・「さア」21例であり，
1925年の『太陽』では「まあ」57例・「マア」
28例・「まア」１例，「はあ」８例・「ハア」８例・
「はア」２例，「さあ」102例・「サア」15例・「さ
ア」18例であった19。基本的には全体の傾向通
り平仮名表記が優勢であり，語末促音との違い
が見られる。
　以上，本節では「平仮名片仮名交じり」表記
の感動詞に見られる特徴を指摘した。
6．おわりに
　本稿では，江戸時代後期の洒落本・人情本と，
明治・大正期の文章における感動詞の表記につ
いて観察してきた。その成果は，大きく以下の
３点に整理できる。
ク．洒落本・人情本では，８割以上の感動詞が
片仮名表記されている。平仮名表記の感動詞
も，いわゆる挨拶語であったり，本来は感動
詞でない複数の語の結合により成り立ってい
たりするものが多く，一般的に感動詞と認識
される語の大半は，片仮名で表記されていた
と考えられる。
ケ．明治・大正期において，文語体の文章では
漢字表記される感動詞が多いが，口語体の文
章では少ない。口語体の文章では，1880-90
年代にかけて，感動詞の片仮名表記が多く見
られるが，1900年代に入ると感動詞の平仮名
表記化が進み，大正期には６～ 7割程度，特
に文芸においては一部雑誌をのぞき，８割前
後の感動詞が平仮名表記されるようになる。
コ．感動詞の平仮名表記が広まった大正後期に
おいても，語末促音語形の感動詞は片仮名交
じりで表記することが多く見られる。
　第１節において，感動詞は近代以降，どのよ
うな変遷を経て，現代の「平仮名書き」にたど
り着いたのか，という問いを立てた。明治期か
ら大正期におけるおおよその変遷はケに示した
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通りであるが，「一部雑誌をのぞき」としたよ
うに，大正期の感動詞は平仮名表記が優勢とな
りながらも，まだ片仮名表記との間にゆれが見
られる。またコに示したように，一部の感動詞
は大正後期においても，なお片仮名交じりの表
記が多く見られる。
　大正期について，本稿で用いたものとはさら
に別の資料を観察すること，また，昭和期以降
の資料についても観察していくことで，現代に
いたるまでの感動詞の表記の変遷を，より詳細
に明らかにすることができるであろう。次の稿
では，大正期，および昭和期の文章を資料とし
た調査を行うこととする。
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